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（埋め込みデザイン）で、数値データの統計解析には SPSS Statistics24 を用いた。
記述の解析には、MAXQDA ソフトを用いて分析ワークシート化した。調査は 2020 年 9 月
～10 月に実施した。  
（３）結果  
対象者は 20 歳代から 70 歳代で、入院が 1 年以上 3 年未満が 6 名、3 年以上 5 年未満 
が 6 名、5 年以上が 6 名で 1 年以上の長期入院者は 29 名であった。満足度の調査項目
では、精神科病棟での専門職のサービス、食事等の入院環境についての満足度は概ね高
かった。地域の福祉機関のサービスでは病院よりもさらに高い満足度だった。  
一方で、記述設問では入院中の「保護室」や「強制入院」での「権利侵害」を訴える内    
容が多くあった。現在、女性の入院者の割合が増えているが、女性より男性の強制入院
が多いことが想定された。そこで χ²検定(イエイツの補正 )を実施したところ有意確率








ビュー（ 2020 年度倫理承認番号 20008）、②質問紙調査（2020 年度倫理承認番号 20039）
の承認を得た。  
